
1972年11月25日の平城・相楽ニュータウンまちびらきから50周年を記念して、ま
ちを盛り上げるイベント（記念事業）などを進めるため、地域・事業者・行政が一体
となり「平城・相楽ニュータウンまちびらき50周年記念事業実行委員会」が結成され
ました。
　本記念誌は、記念事業の一つとして「記念誌編集部会」を設置し作成したもので
す。また、表紙の【高の原】は「まちの愛称募集事業」の公募から選ばれたまちの愛
称で、その書は地元の書家、佐竹有沙子様に書いて頂きました。

『記念誌発刊にあたって』
　半世紀前、平城山(ならやま)丘陵613haを開発し、計画人口73,000人の新しい
街づくりが始まりました。
　この事業を担った日本住宅公団の資料には、開発の基本的な考え方について
「地区周辺の自然環境、とりわけ歴史的風土景観との調和を図ること、人口規模
にふさわしい都市施設を整備することにより‵都市らしさ′を醸成し、多様化す
る現代の生活を営むにたるニュータウンを建設すること。」と書かれています。
出来上がった街をみると、住宅配置、道路・歩行者専用道、公園・緑地、学校等
のインフラは住民が快適な生活を送れるよう整備されています。そして、この真
新しい街に全国から人が集まってきました。
　次は、集まった人々がこの街でどのような生活をするかです。人と人との交流
が大切です。自治会が結成されてゆきます。社会福祉協議会等も結成されます。
また、地域を跨ぐ文化協会、スポーツ協会も結成されました。その他様々な活動
が営まれてきました。人口の増減等社会の変化によりそれら団体・施設のありよ
うも変わります。今では、佐保台地区も加えて「高の原」と呼ぶ街になりまし
た。
　自らの手で街を創ってこられた先輩諸氏の活動を振り返り、また今の活動を紹
介することにより、ここ高の原が今後も一層住民が暮らしやすい街であり続ける
ことを願って50周年記念誌を発刊しました。
　ご一読いただければ幸いです。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　記念誌編集部会


